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東北・関東 中部・北陸北海道 近畿 四国・九州

電源開発㈱が保有するダムの中には、供用開始後30年以上経過しているものが数多く存在し、一部では事業に影響しかねない堆砂問題が顕在化しつつある。また、
地球温暖化の進行とともに大雨の頻度が増えるとの気象庁報告があり、将来、堆砂問題の深刻化が懸念されている。このような状況を踏まえ、電源開発㈱では堆砂
の進行予測に関する研究を開始した。本研究の成果を活用し、今後の堆砂処理に関連する投資の効率化を図るとともに、効果的な堆砂対策の実現を目指す。

研究の背景と目的

降雨流出計算

当該ダム堆砂量データの整理・分析
経年変化のグラフ化

雨量実測値

河道の流れの計算

土砂移動の計算

堆砂量の算出

気象研究所による将来の
気候予測の結果

地形・地質調査

植生・土壌調査

崩壊地調査土地利用調査河床堆積物調査

断面測量

粒度、現場密度
砂防施設調査

将来の堆砂進行予測

堆砂量計算値～実測値
乖離の評価

現地調査

堆砂量経年変化の再現

堆砂進行予測
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年間堆砂量（実績値）

年間堆砂量（計算値）

累計堆砂量（実績値）

累計堆砂量（計算値：捕捉率下限）

累計堆砂量（計算値：捕捉率上限）

年間堆砂量（計算値）の　　　　は、
捕捉率上限値と下限値の差を示す。
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累計堆砂量の推移（実績）

予測計算による累計堆砂量
（温暖化を考慮）

予測計算による累計堆砂量
（温暖化なし）

解析に用いた年間雨量
（気候変動の影響による増分）

（1998年～2007年実績データを5サイクル）
解析に用いた年間雨量

実績年間雨量

地球温暖化の影響を考慮した
貯水池堆砂の進行予測に関する研究
河田暢亮1・山元未来2・鹿野久米豊3・吉野秀樹3・藤田正治4

1正会員工修前電源開発㈱技術開発センター茅ヶ崎研究所
2正会員前電源開発㈱技術開発センター茅ヶ崎研究所

3正会員㈱開発設計コンサルタント 土木事業本部
4正会員工博京都大学教授防災研究所

 

流域界 
国有林界(上流域が国有林)  
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50年後までの堆砂進行予測結果

電源開発㈱
ダムでの降
雨予測結果

江頭先生のモデル化

M

貯水池諸元
総貯水容量

30,000千m3
有効貯水容量

22,800千m3


